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平成２１年度平成２１年度平成２１年度平成２１年度    産業経済委員会産業経済委員会産業経済委員会産業経済委員会    行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書行政視察報告書    

        

下記のとおり視察を行ったので、その結果を報告します。 

 

記 

 

 

１．期 間   平成 21年 5月 20日（水）～ 平成 21年 5月 22日（金） 

２．視察先   鹿児島県指宿市 ／ 鹿児島県薩摩川内市  

３．参加者   山崎 晃委員長・佐々木豊治副委員長・山田義喜委員 

西田 平委員・岡田治夫委員・小川泰昭委員・高見庄平委員 

美浦美樹委員 

随行：外浦和夫係長（議会事務局） 

 

４．調査の概要 

（１）鹿児島県指宿市   指宿市雇用創造推進事業の取り組みと現状について 

（２）鹿児島県薩摩川内市 第一次薩摩川内市農業振興基本計画の策定とその後の現状

について 

 

 

 

 

 

 



 

（１）鹿児島県指宿市 

 

市の概要について 

 指宿市は薩摩半島の最南端に位置し、全域を霧島火山脈が横断しており、世界に類を

見ない「天然砂むし温泉」をはじめ、豊富な温泉が湧出している。 

 産業は観光、農業及び水産業が主体であり、特に観光については九州新幹線も部分開

通し、温泉をはじめとした特色ある観光地づくりが進められている。「篤姫ゆかりの地」

として、昨年から観光客も増えている。 

 

指宿市地域雇用推事業の取り組みについて 

 指宿市においては、従来型観光産業の伸び悩み、 

観光と他産業との連携が十分でないなどの状況の 

もと、砂むし温泉を中心とする温泉資源を主軸に、 

自然環境、食資源、スポーツ環境等の市の特性を 

活かした健康産業を核に新規雇用を創出することを 

目的として、平成２０年「指宿市雇用創造協議会」を設立され、厚生労働省委託の地域

雇用創造推進事業（新パッケージ事業）を実施されている。事業内容としては、平成 20

年から 3 年間の取り組みとし、雇用拡大・人材育成・就職促進の３つのメニューから希

望者が選択をし実施、成果として総数 304人の雇用を創出するものである。 

 具体的には、求職者・在職者を対象とした各種スキルアップ研修等の実施、事業者に

新規事業展開の案内、U・Iターン者への情報提供、法人化・新製品開発希望者へのコン

サルティングの案内、市内の働く場所創出の支援などである。 

初年度（平成 20 年度）の取り組み成果としては、91 人が就職し、目標の 91％を達成

しておられた。国の委託事業のため、市の持ち出しはなく、その分、毎年度の高い達成

率（80％～90％）が必要で、後がない状態での必死の取り組みの様子が伺えた。 

 国の基金を活用して、現在各自治体で行われている「ふるさと雇用・緊急雇用」など

の事業とは全く違い、取り組むなかでの様々な問題を乗り越えながら、長期の雇用を創

出されているこの事業は、大変参考になる取り組みであった。実際に初年度から結果を

出されている取り組みに、委員の質問も殺到し、限られた時間ではあったが、当市にお

いても、地域資源を活かした雇用創出の大きな可能性を、強く感じた視察であった。 

  

 

(指宿市議会で説明を受ける) 



 

（２）鹿児島県薩摩川内市 

 

市の概要について 

 薩摩川内市は薩摩半島の北西部に位置し、平成 16年の合併で一緒になった離島の甑島

を含め、面積は約 680ｋ㎡で浜田市とほぼ同じである。九州新幹線の停車駅もあり、駅舎

も含め駅前開発が行われていた。企業誘致は 75社、原子力発電所も 2基あり、今度 3基

目ができると言われていた。 

 

第一次薩摩川内市農業振興基本計画の取り組みについて 

 近年の農業を取り巻く厳しい環境のなか、薩摩川内 

市においては国の方針も踏まえ、農業の振興と農村の 

活性化を図り、農家の経営安定と所得向上に努め、さ 

らに安全・安心な農産物の生産に取り組むため、平成 

20年度から 5年間の農業振興基本計画を策定された。 

 計画としては 7つの大きな基本目標を掲げ、さらに 

細かく基本施策を各年度毎に目標を数字で定め、結果 

も数字で検証していくものであった。具体的には、認 

定農業者や新規就農者の育成・確保数、集落営農数や農業法人数、耕作放棄地率の削減、

有害鳥獣対策の電気牧柵の導入基数、女性農業者数などの数値で示すもの 18項目をはじ

め、37の事業取り組みが掲げてあった。「農業振興計画」などの類いは、抽象的なもので

作られているものが多いと思うが、薩摩川内市の基本計画は数値で目標設定され、そし

て数値で検証するもので、当市にとっても、極めて参考・資料として活用できる、内容

であったと思う。 

  

この薩摩川内市の視察においては、事前に 

お知らせした調査事項の回答はもとより、 

それを裏付ける資料もそれぞれ作成され、 

さらに直接の担当者だけではなく、どんな 

質問にも答えられるようにと、関係者も合 

わせ、９名で対応していただいた。この事 

だけでも、この計画に対する市の位置づけが 

伺えたように思った。 

(薩摩川内市議会での意見交換) 

(多くの執行部担当者から説明を受ける) 


